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起
町
（
現
・
一
宮
市
）
の
裕
福
な
大
地
主
の
家
に
、

十
人
兄
妹
の
四
女
と
し
て
生
ま
れ
た
三
岸
節
子
（
一
九

〇
五
―
一
九
九
九
、
旧
姓
・
吉
田
）。
一
九
二
〇（
大
正

九
）年
、
十
五
歳
の
と
き
に
実
家
の
織
物
工
場
が
倒
産

す
る
と
、
自
身
の
手
で
一
家
の
名
誉
を
取
り
戻
す
こ
と

を
誓
い
、
洋
画
家
を
目
指
し
上
京
を
決
意
し
ま
す
。
当

時
は
女
性
が
洋
画
壇
で
活
躍
す
る
事
例
は
皆
無
に
等
し

か
っ
た
た
め
、
家
族
は
猛
反
対
し
ま
す
が
、
長
兄
の
吉

田
章
義
（
一
八
九
四
―
一
九
八
〇
）
だ
け
は
唯
一
理
解

を
示
し
、
節
子
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
翌
年
、
単
身
上

京
を
果
た
し
美
術
学
校
に
通
っ
た
節
子
は
、
一
九
二
四

（
大
正
十
三
）年
に
首
席
で
卒
業
す
る
と
、
在
学
中
に
出

会
っ
た
洋
画
家
・
三
岸
好
太
郎
（
一
九
〇
三
―
一
九
三

四
）
と
ほ
ど
な
く
結
婚
し
、
二
十
歳
で
第
一
子
を
出
産

し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
上
京
し
た
節

子
は
、
結
婚
・
出
産
の
事
実
を
両
親
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
章
義
宛
て
の
手
紙
に
そ
の
こ
と
を
記
す

と
、
驚
い
た
章
義
は
た
だ
ち
に
上
京
し
二
人
に
面
会
し

ま
し
た
。
互
い
に
型
破
り
な
性
格
の
章
義
と
好
太
郎
は

す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
章
義
は
家
長
と
し
て
二
人
の
結

婚
を
認
め
、
毎
月
の
仕
送
り
を
約
束
し
ま
し
た
。
送
金

は
数
年
続
き
、
一
九
二
九（
昭
和
四
）年
に
二
人
が
念
願

の
ア
ト
リ
エ
付
住
居
を
新
築
し
た
際
に
は
、
五
百
円
の

大
金
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
次
第
に
吉
田
家
の
没
落
は
進
み
、
一

九
三
二（
昭
和
七
）年
頃
に
は
章
義
か
ら
の
送
金
は
完
全

に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
一
九
三
四（
昭

和
九
）年
に
好
太
郎
が
病
気
の
た
め
三
十
一
歳
の
若
さ

で
急
逝
す
る
と
、
節
子
は
三
人
の
子
ど
も
を
抱
え
る
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
、
挿
絵
や
エ
ッ
セ
イ
、
講
演
会

な
ど
の
雑
収
入
で
か
ろ
う
じ
て
生
計
を
立
て
る
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
節
子
が
よ
う
や
く
画
家
と
し
て
絵

だ
け
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　
章
義
は
一
九
三
九（
昭
和
十
四
）年
、
金
貸
し
を
し
て

い
た
叔
父
の
紹
介
で
島
根
県
大
東
町
（
現
・
雲
南
市
）

に
移
り
、
モ
リ
ブ
デ
ン
採
掘
権
を
継
承
し
清
久
鉱
業
株

式
会
社
を
設
立
、
成
功
を
収
め
ま
す
。
戦
後
数
年
間
の

不
況
を
乗
り
切
り
、
一
九
六
〇
年
頃
に
は
月
四
〇
t
の

精
鉱
を
生
産
し
百
人
以
上
の
従
業
員
を
抱
え
る
最
盛
期

を
迎
え
、
大
東
町
誌
や
島
根
県
の
人
物
事
典
に
掲
載
さ

れ
る
ほ
ど
の
大
実
業
家
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
東
町
に
移
っ
た
あ
と
の
章
義
と
節
子
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
調
査
が
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
あ
れ
だ
け
節
子
を
可
愛
が
っ

て
い
た
章
義
が
、
大
東
町
で
再
起
を
果
た
し
た
あ
と
、

節
子
の
支
援
を
再
開
し
な
い
は
ず
が
な
い
の
で
は
…
？
。

そ
の
推
察
の
も
と
二
〇
二
一
年
秋
頃
か
ら
雲
南
市
立
大

東
図
書
館
等
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
が
次
々
と
掘
り

起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代
に
節
子

と
長
男
・
三
岸
黄
太
郎
（
一
九
三
〇
―
二
〇
〇
九
）
が

こ
う
　

た
　
　

ろ
う

あ
き
よ
し

長
兄
と
節
子
の
絆

長
兄
と
節
子
の
絆

　
　
　
１
　
長
兄
・
章
義
の
理
解
と
支
援

　
　
　
２
　
島
根
県
に
移
っ
た
章
義

〜
島
根
県
大
東
町
で
の
調
査
報
告
〜
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　『
三
岸
節
子
 

仏
蘭
西
日
記
カ
ー
ニ
ュ

編（
一
九
六
八
〜
一
九
七
一
）』

　
　
　
二
〇
一
〇
年
、三
四
四
―
三
四
五
頁

た
び
た
び
大
東
町
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
や
、
一
九
五
六

（
昭
和
三
十
一
）年
に
大
東
町
で
節
子
・
黄
太
郎
親
子
展

が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
章
義
が
大
東
町
に
好
太
郎
・

節
子
・
黄
太
郎
親
子
三
人
の
美
術
館
の
建
設
を
構
想
し
、

そ
の
用
地
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
清
久
鉱
業

関
係
者
宅
や
島
根
県
内
の
金
融
機
関
で
複
数
の
節
子
作

品
が
見
つ
か
り
、
そ
の
調
査
結
果
は
現
地
の
新
聞
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
大
東
町
の
採
掘
業
は
安
価

な
輸
入
鉱
石
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
清
久
鉱
業
は

一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）年
に
会
社
更
生
法
の
適
用
を
受

け
、
二
年
後
に
閉
山
し
ま
し
た
。
章
義
は
そ
の
後
も
大

東
町
に
住
み
続
け
、
一
九
八
〇（
昭
和
五
十
五
）年
に
八

十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
好
況
時
に
建
て
た
「
吉

田
御
殿
」
と
呼
ば
れ
た
純
和
風
の
居
宅
は
、
所
有
者
は

変
わ
り
ま
し
た
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
往
時
は
庭
園

の
池
に
百
匹
以
上
の
鯉
が
泳
ぎ
、
町
の
小
学
校
の
遠
足

先
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
章
義
の
没
後
に
妻
の
養
子
と
な
っ

た
方
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
数
百
枚
に
及
ぶ
写

真
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
写
真
を
紐
解
く
と
、
三
岸
親
子
の
美
術
館
の
建
設
に

向
け
て
か
、
吉
田
御
殿
に
好
太
郎
と
節
子
の
代
表
作
が

集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
久
鉱
業
が
好
調
だ
っ
た
一
九
四
〇
〜
六
〇
年
頃
、
節

子
は
国
内
で
静
物
画
家
と
し
て
充
実
し
た
時
期
を
過
ご

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
頃
の
重
要
な
作
品
の
い
く
つ
か

が
現
在
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品

が
今
後
、
島
根
県
や
そ
の
周
辺
で
見
つ
か
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
章
義
と
節
子
と
の
関
係
は
、
一
方
的
に
章
義
が
支
援

す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
章
義
の
事
業
が
不
調
に
陥
っ

た
と
き
に
は
、
逆
に
節
子
が
支
援
（
＝
作
品
を
提
供
）

す
る
側
に
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ

た
節
子
が
、
一
九
七
一（
昭
和
四
十
六
）年
の
日
記
で
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。
切
っ
て

も
切
れ
ぬ
兄
妹
の
絆
が
感
じ
ら
れ
る

一
文
で
し
ょ
う
。

（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
　

学
芸
員
　

長
岡
昌
夫
）

　
や
は
り
章
義
兄
に
は
困
る
こ
と

も
多
い
が
、
肉
親
と
い
う
な
つ
か

し
さ
は
遠
い
異
境
に
あ
っ
て
は
、

血
が
騒
ぐ
。
章
義
兄
の
こ
と
を
考

え
る
と
人
間
的
に
い
た
ま
し
い
思

い
に
ふ
さ
が
れ
る
。
私
も
同
じ
こ

と
だ
が
、
こ
の
世
界
で
生
き
て
ゆ

く
に
は
い
た
ま
し
す
ぎ
る
人
間
で

あ
る
。
（
中
略
）
私
も
こ
の
兄
を

見
る
と
、
自
画
像
を
見
て
い
る
よ

う
な
心
地
に
な
る
。
あ
ま
り
に
似

す
ぎ
て
い
る
た
め
に
。
ま
た
愛
し

て
い
る
た
め
に
。

　
　
　
３
　
最
後
に

▲三岸節子《くちなし》1953年、ウッドワン美術館蔵　¬MIGISHI▲

▲三岸好太郎《陽子像》1927年頃、北海道立三岸好太郎美術館蔵▲
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晩
秋
に
入
る
と
二
十
数
年
前
の
想
い

出
が
蘇
り
ま
す
。
そ
れ
は
十
月
初
旬
、

竹
友
（
尺
八
仲
間
）
と
美
濃
路
を
ド
ラ

イ
ブ
し
て
の
帰
り
道
、
近
く
の
山
裾
の

竹
林
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
車
を
止

め
し
ば
ら
く
眺
め
語
る
と
想
い
が
一
致

し
て
き
ま
し
た
。

�
あ
の
竹
で
尺
八
を
作
ろ
う　

�
!!

　

竹
の
成
長
が
止
ま
る
の
は
空
気
が
乾

燥
す
る
十
一
月
〜
翌
二
月
ま
で
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
水
気
の

無
い
竹
が
尺
八
づ
く
り
に
向
い
て
い
る

の
で
す
。

　

そ
こ
で
十
二
月
の
あ
る
朝
、
の
こ
ぎ

り
、
小
ス
コ
ッ
プ
、
根
切
り
用
ハ
サ
ミ

そ
の
他
必
要
工
具
を
揃
え
リ
ュ
ッ
ク
に

入
れ
、
七
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
山
主

の
了
解
を
と
り
山
林
に
入
り
ま
し
た
。

　

三
十
分
も
す
る
と
山
道
に
は
、
実
の

付
い
た
草
木
、
枯
れ
た
木
肌
等
、
な
か

な
か
気
分
の
変
わ
り
を
感
じ
る
も
の
で

す
。

　

現
場
に
到
着
後
、
適
寸
に
合
っ
た
竹

を
見
つ
け
ま
す
。
尺
八
は
地
面
か
ら
地

中
に
埋
も
れ
て
い
る
節
の
三
節
位
を
利

用
し
、
ま
た
地
上
一
¤
位
を
残
し
て
切

り
出
し
ま
す
。
そ
れ
を
念
頭
に
入
れ
掘

り
出
し
に
か
か
り
ま
す
。

　

す
る
と
そ
れ
ま
で
気
持
ち
の
良
か
っ

た
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
急
に
激
し
く
な

っ
て
き
た
の
に
気
付
き
ま
し
た
。

�
縄
張
り
に
侵
入
者
が
来
た
ぞ
�

　

と
ば
か
り
に
周
り
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。 
育  
雛 
で
も
し
て
い
た
の
で
し

い
く 
す
う

ょ
う
か
？
野
鳥
も
懸
命
で
す
。
思
い
も

よ
ら
ぬ
体
験
で
、

�
早
く
竹
を
掘
り
出
し
こ
の
場
を
離
れ

よ
う
。
鳥
に
す
ま
な
い
�

　

と
の
思
い
で
急
い
で
そ
の
場
か
ら
移

動
し
ま
し
た
。

　

掘
り
始
め
か
ら
根
切
り
ま
で
、
一
本

掘
る
の
に
三
十
分
〜
四
十
分
か
か
り
ま

す
。
午
前
中
に
三
〜
四
本
掘
り
出
し
ま

し
た
。
昼
食
は
竹
林
内
で
そ
の
竹
を
並

べ
、
批
評
し
な
が
ら
持
参
し
た
お
に
ぎ

り
等
を
食
べ
ま
し
た
。

　

暖
か
い
陽
光
を
浴
び
て
休
息
を
と
る

の
も
気
分
の
良
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
時
に
リ
ス
を
見
ま
し
た
。
自
然

の
中
で
木
上
を
走
り
回
り
飛
び
移
る
様
、

地
上
に
て
木
の
実
を
ほ
お
ば
る
姿
は
初

体
験
で
、
昼
の
ひ
と
時
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

再
度
竹
の
掘
り
出
し
に
か
か
り
計
七

〜
八
本
の
竹
を
得
て
そ
れ
を
余
分
の
竹

に
く
く
り
天
秤
状
に
し
、
肩
に
か
け
山

を
下
り
ま
す
。
途
中
の
小
川
で
根
の
泥

を
洗
い
落
と
し
ま
し
た
。
山
主
宅
に
御

礼
の
報
告
を
し
た
折
に
は
丁
寧
に
も
お

茶
の
も
て
な
し
を
受
け
、
一
時
間
程
話

し
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　

帰
路
に
つ
く
と
空
は
美
し
い
夕
映
え

で
し
た
。

　

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
時
 々
零 
れ

こ
ぼ

る
朝
日
の
温
か
さ
、
林
間
の
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
の
心
地
良
さ
、
野
鳥
た
ち
の
さ

え
ず
り
を
浴
び
る
清
々
し
さ
等
…
。　

　

晩
秋
の
ひ
と
と
き
を
友
と
共
に
緑
の

香
り
を
深
呼
吸
し
な
が
ら
過
ご
し
た
過

去
の
想
い
出
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

　
　

晩
秋
、
竹
林
で
の
想
い
出　
!!

　
　

邦
楽
部
門　

一
宮
三
曲
協
会　 
水
谷 　

み
ず
た
に

 
塙  
山 

こ
う 
ざ
ん

エッセイ 

令和 3 年一宮三曲協会定期演奏会
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月　

日
∫
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１７

２０

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
８０

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
県
外

か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査

の
結
果
、
入
賞
と
な
っ
た
１
４
６
作
品

を
は
じ
め
５
０
６
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
３
、
２
０
０
名
の
方

々
が
来
場
さ
れ
、
作
者
の
熱
い
思
い
が

詰
ま
っ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
曜
日
は
終
了
時
間
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
し
、
お
仕
事
帰
り
の
方

な
ど
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
は
審
査
員
に
よ
る
種
目
別

解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
賞
、
教

育
委
員
会
賞
、
第　

回
記
念
特
別
賞
な

８０

ど
の
解
説
に
、
来
場
さ
れ
て
い
た
方
々

は
と
て
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
掲
載
順
は
順
不
同

で
す
。 

（
敬
称
略
）

市
長
賞 

　
　

月　

日
º
に
尾
西
市
民
会
館
で
開

１０

１５

催
し
、
４
８
３
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
転
身
直
後

か
ら
体
験
さ
れ
た
闘
病
生
活
の
話
に
は
、

多
く
の
方
が
感
慨
深
く
耳
を
傾
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
や
家
族
の
話
題
な
ど
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
口
調
で
、
何
度
も
会
場
を
沸

か
せ
る
な
ど
、
と
て
も
盛
況
な
講
演
会

で
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
愛
知
県
文
化
協
会
連

１１

２７

合
会
西
尾
張
部
芸
能
大
会
が
、
岩
倉
市

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
尾
張
部
に
所
属
す
る　

の
文
化
協

１０

会
の
各
団
体
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
、「
柳
翠
剣
詩
舞
道

会
」（
音
楽
部
・
吟
剣
詩
舞
部
門
）
の
皆

様
が
出
演
さ
れ
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
に

あ
わ
せ
て
舞
を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
将

に
東
遊
せ
ん
と
し
て
壁
に
題
す
」「
両
英

雄
」「
龍
虎
川
中
島
」「
武
田
節
」
の
４

曲
を
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

80

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
で

行
わ
れ
た
「
い
ち
の
み
や
ア
ー
ト
ア
ニ

ュ
ア
ル
２
０
２
２
」（　

月
３
日
º
〜　

１２

１８

日
∂
）
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

写真部門解説
（解説：武鹿千代さん）

日
本
画

洋

画

洋

画

洋

画

彫
刻
・
立
体

工

芸

デ
ザ
イ
ン

書　書　書　写

真 　

近

松

妙

子

飯

田

崇

雄

江

口

和

夫

松

岡

里

奈

堀

部 
美
奈
子

野

沢 
あ
や
子

松

原 
み
な
ほ

後

藤

柳

月

永

田

張

羽

前

野

樹

風

水

野

雅

央

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

西
尾
張
部
芸
能
大
会（
報
告
）
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月　

日
∂
、
西
尾
市
文
化
会
館
他

１１

１３

を
会
場
に
、
愛
知
県
民
茶
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と

西
尾
市
文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

９
つ
の
文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ

れ
、
当
日
は
約
２
、
７
０
０
人
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

 

会
期
e
２
月　

日
∏
〜　

日
∂

２１

２６

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（　

日
は
午
後
８
時
ま
で
、　

日

２４

２６

は
午
後
４
時
ま
で
）い
ず
れ
も

入
場
は
閉
館
の　

分
前
ま
で

３０

会
場
e
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
e
６
０
０
円（
前
売
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
無
料

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月
８
日
∂
・
２
月　

日
∂

１２

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A（　

）７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

１４

１１

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

「愛」　　 川浦 碧濤

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
る

催
し
や
教
室
な
ど
は
中
止
・
延
期
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
は
、

問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

愛
知
県
民
茶
会（
報
告
）

第　

回  
愛
知
県
文
連
美
術
展

４７　
９
月
１
日
∫
、
一
宮
市
尾
西
市

民
会
館
に
お
い
て
、
市
制
施
行
１０１

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
当
協
会
の
森
恒
夫
理
事

（
謡
曲
部
門
）が
文
化
功
労
者
と
し

て
、
そ
の
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

讃
え
ら
れ
、
一
宮
市
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。



【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）７
３
７
２

６９

日
時
▼
１
月　

日
º
・　

日
º

１４

２８

　
　
　

２
月　

日
º
・　

日
º

１１

２５

　
　
　

３
月　

日
º
・　

日
º

１１

２５

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議
室

内
容 
▼   
日
本
伝
統
の
能
・
狂
言
面
を

講
師
の
見
本
面
を
借
り
、
指

導
を
受
け
て
制
作
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
（
見
学
は
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１５

１９

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１９

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民

俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）

ま
で
に
参
加
希
望
日
・
当

季
雑
句
２
句（
初
参
加
の

方
は
希
望
者
だ
け
）・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
参

加
経
験
の
有
無
を
記
入
し
、

ハ
ガ
キ（
〒　
―　
　

本
庁

４９１
８５０１

舎
生
涯
学
習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
７
日
∏

１７

３
月
７
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

で
行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２２

２６

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一

宮
川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課（
A（　

）７
０

８５

７
４
）

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
事
前
募
集
し
た
中
か
ら
互
選

に
よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま

す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
１
月　

日
∏
ま
で
に
ハ
ガ

１０

キ
に
て
雑
詠
一
首
提
出

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

２８

２５

３
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２５

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方

を
は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背

景
に
も
触
れ
な
が
ら
初
め
て

の
方
に
も
分
か
り
や
す
く

「
唐
詩
三
百
首
」
を
解
読
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
さ
ん （
東
洋
文
化
振

興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書

道
会
一
宮
支
部
】

　

A
０
９
０
―

８
１
３
０
―

０
７
１
３

日
時
▼
１
月　

日
∂

２９

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
▼「
船
橋
物
語
〜
美
濃
路
と
各

地
の
船
橋
の
歴
史
」

講
師
▼
神
田
年
浩
さ
ん              （
一
宮
市
博

物
館
学
芸
員
）

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場
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『
市
民
俳
句
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

『
令
和
ı
年
度（
公
社
）中
部
日

本
書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

【
誤
】野
村
宗
茂
　【
正
】狩
野
宗
茂

　「
い
ち
の
み
や
の
芸
術
文
化
第

58
号（
令
和
４
年
６
月
）」
の
特

集
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
詫
び
し
て
、
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
Û
頁
　

承
久
の
乱
　

両
軍
対
軍
図

e
本
誌
を
ご
覧
に
な
り
、
ご
意

見
、
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
下
記
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


